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2 港区における

中学校の現状と課題及び再編案について



港区内の大阪市立中学校の生徒数

昭和57年度

令和５年度

港区内の大阪市立中学校の学校数

昭和57年度

令和５年度

１. 港区全体の状況

約１／３に減少

変わらない

港区・西部地域の大阪市立中学校の生徒数

昭和57年度

令和５年度

港区・西部地域の大阪市立中学校の学校数

昭和57年度

令和5年度

変わらない

約１／5に減少

約1千6百人

約300
人

２校

2校

➢ 西部地域は、港区全体よりも生徒数が減少しており、中学校の小規模化が
進行しています。

約４千６百人

約１千
６百人

港区における中学校の現状

２. 港区・西部地域（港中・築港中）の状況
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５校

５校



S53年
港中と築港中に分割 S57年 生徒数はピーク

※統合の是非を要検討

港中学校・築港中学校の生徒数推移（S48年～R5年）
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少子・高齢化等の影響を受け、
２校合わせた生徒数においても、

約１/5に減少
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◆生徒数

港区内の中学校の学級数および生徒数

市岡中 港南中 市岡東中 港中 築港中

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

3年生 193 99 94 141 64 77 110 46 64 73 42 31 22 14 8

2年生 193 99 94 153 72 81 110 55 55 80 39 41 15 11 4

1年生 154 73 81 139 67 72 117 75 42 89 47 42 21 14 7

計 540 271 269 433 203 230 337 176 161 242 128 114 58 39 19

◆学級数
市岡中 港南中 市岡東中 港中 築港中

3年生 5 4 3 2 1

2年生 5 4 3 2 1

1年生 4 4 3 3 1

計 14 12 9 7 3

（１学級 ＝ 40人）
＜令和５年5月1日現在＞

築港中では、

● 全学年で単学級。

● 生徒数の減少とともに、
男女比にも偏りが生じて
いる。
⇒集団活動等に課題。

● 港区内の中学校では、最も多い市岡中に対し、築港中は、約10分の１となっている。
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中学校の教育環境整備の必要性

◎学校選択制を築港中学校区のみ停止しても解消しない
⇒港中学校が小規模化、または両校とも小規模化の可能性

◎学級数の減少に伴い、各教科の担当教員数が減少
⇒教員同士による指導方法の高め合い、授業の充実に課題

◎他校でできている活動ができないケースがある
⇒部活動や行事の縮小、予算不足による宿泊行事の課題

小規模校の良さである「一人ひとりに目が届く」環境を、学校
再編による教職員の加配で維持しながら集団活動を可能とし、
「こどもも教職員も学び合う」学校規模に再編整備する
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中学校の統合案（港中・築港中）

１ 使用する学校（案）

港中学校

➢ 通学距離、 キャパシティ、 校舎の
築年数等を総合的に判断。

➢ 現状の人数、選択制による
希望も多い。

２ 統合時期

最短で「令和９年４月」



開

校⚫ 学校名
⚫ 校章、校歌、標準服
⚫ 通学路の安全対策 など
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中学校の再編スケジュール（案）

学校適正配置検討会議

教室改造等の設計
・工事期間

R５年度 R6年度 R7年度

教育委員会会議
【令和6年1月中】

学校再編
整備計画
（案）

区担当教育次長（区長）

教育委員会

R９年度

中学校再編の
基準・ルール等の検討

教育委員会

学校再編
整備計画

教育委員会

R8年度


